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印欧祖語最古層に想定される諸音素
　黒丸が記されている箇所は，可能ではあっても想定する根拠の薄い音素である，
　表中の同じ列の中での閉鎖音といわゆる「喉音」の配列については説明を加えておかねばならない．
「舌背音」の列に置かれた諸音素は，確かに舌の「背臨」，すなわち上衝によって調音される．だが，
この器官が接触あるいは接近する部位には相違があり，閉鎖音の場合だと軟口蓋となるが，摩擦膏の
場合には日蓋垂と咽頭後壁である．閉鎖音と摩擦音の対立のみを弁別的とみなし，この差違は無視し
た．唇軟口蓋音についても岡様である，また，唇軟m蓋音の場合，腰軟自蓋性を表わすのに閉鎖音に
っいては［p］を，摩擦音については門を用いた．咽頭音と口蓋垂音では，第一行目は有声音，第二
行霞は無声音である．
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アクセント
9．126音韻論の章を終えるに前にアクセントの問題に立ち戻らねばならない．ここまでずっ
と用いてきたアクセントの概念は次のようなものであった．すなわち，印欧語のある発達段
階において，アクセントを持っていた母音は保待されるが，アクセントを持たない母音は消
滅するか，あるいは少なくとも弱まるとするものである．加えて，子音だけでは音簿核の機
能を果たせない場合，子音連続の発音ができるようにするために必要な母音が保持されるこ
ともあった．さらに，その後，アクセントの事情が変化して，類推による母音の復活が生じ
た．
9．127　このような非常に皐期のアクセントが想定されているわけだが，各所で改新が生じて
いる。そのため，想定される母音の大量脱落以前のアクセントの位置とその性質にっいて究
明するに際し，サンスクリットにもギリシア語にもラテン語にも全幅の信頼を置くことはで
きない．5．66に記したVernerの法則に隠された交替によって判明するように，もっとも長く
初源的なアクセントを保存したのは恐らくゲルマン語である．ドイツ語のZiehen「引く」と
ge－zogen（過去分詞）に見られる一h一と・g一との交替から，かってのアクセントは現在形で
＊d6uk◎－51の語根に，過去分詞＊duk－6nで接尾辞にあったことが窺われるのである．前者には
二重母音起源の長いUを持っLat，　dGc6「私は導く」が，後者には別な接尾辞を有するLat．　duc重u－s
【過去分詞】がそれぞれ舛応している．かつてのアクセント位置は【アクセント下で母音e
を保った1　－eu一と【母音を縮減した】－u一によっても確認される．
9．i28　アクセントが上記のような働きを持っていた時代に，その位置は一般的な原則で決定
されていたのであろうか？これはよくあることであり，チェ＝語やハンガリー語では第一音
節に，ポーランド語では次末音舗にアクセントが置かれるし，ラテン語では次末音節の長さ
でアクセント位置が決まっている．このような場合には固定アクセントという呼び名が用い
られる．それとも形態によってアクセント位置が変わったのだろうか？一連のデータを根拠
にすれば，ある時代に，アクセントは語の末尾の要素，すなわち語根か接尾辞に置かれる傾
向があり，一部の語尾はアクセントを引き付け，その他の語尾の場合にはアクセントはその
前の音節に置かれたとも考えられる．これらのことがらについては，以下で文法について述
べる際にも触れる．
9、129　ここでは次の指摘に留めておきたい．アクセントが古代演劇の神（deus　ex　mac1曲a）の
ように天から舞い降りてきて，そのために母音が損なわれたのだ，などという考えは空想で
あって現実とは異なる．このように単純に考えれば事実が簡単に把握できるから，上でその
ような空想を抱いてしまった向きもあろう．現実はこうである．談話の中には情報的価値に
乏しい要素もあり，諸要素が集まって形式的に特徴ある品詞が形成されるに従って，そのよ
うな要素自身は弱まり，それを発するのに必要であったエネルギーの大部分が，情報量に富
51アクセント位置を明示した．
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んだ隣接要素へと移行するのである。換書すれば，母音を間引くのは強いアクセントではな
く，母音の弱化なのであって，その結果として，残った母音は強められることになる．アク
セントの本来的機能は，発話の中の様々な部分どうしの区別がはっきりするように，及びそ
れらのうちのどれかを強調するために，諸部分にメリハリを付けることである．アクセント
の第一の機能は，境界の画定，あるいは，控え目に言えば，頂点の表示である．っまり，発
話の中で中心的情報を持つ要素の存在を示す頂点を形成することである．
声調
9．130声調とは，音節の中心的な母音核にかぶさる，談話の旋律曲線の独特の動きを意味し，
原則としてアクセントと声調とは無関係である．声調を持つ言語においては，同じ子音と母
音の音素からなる音節がこの動きによって区別される．例えば申国語では畷「母」，m6　r麻」，
ma「馬」，　ma「罵る」は別々の語である，声調言語にアクセントが発達すると，それによっ
て無アクセント音節の母音が不明瞭になったり，そのような音飾の声調が失われたりする．
そのため，声調がアクセント音節のみに現れたり，例えば，アクセントが別々の声調と同時
に生じる場合，こっの「異なるアクセント」があるという少々誤った書い方が用いられるの
もめずらしいことではない．
9．131　フランス語にはきちんとしたアクセントがないから，フランスにはこの方面に疎い比
較言語学者がおいでである．このような入たちはギリシア語の知識をもとにして，印欧語の
アクセントを論ぜず，代わりに騨調」【単数】という言い方を始終用いている．だが，言藷
に単数の「声調」などありえない．声調は対立する単位であり，すなわち声調は常に二っ以
上あるはずなのである，印欧語の発達過程において，声調が生じたことは確実である．声調
は現に古典ギリシア語，バルト語，セルビア・クmアチア語，スカンディナヴィア語に存在
している，だが，たとえ何らかの平行性があったとしたところで，これらのうち最も古いも
のも確実に印欧祖語時代に潮ると言えるわけではない．
9．132声調の対立は，二種の異なる母音延長が時間的にずれて生じたことから発生したと思
われる，はじめに行われたのは，主格の一sのような後続子音の脱落による母音の代償延長で
ある．旋律的な頂点はもちろんその長母音のはじめに置かれたことだろう【頭高】．次に現れ
たのは，曲用の中で連続する二っの短母音が融合することによって生じた長母音である．こ
れらの二つの短母音のうち融合以前にアクセントを持っていたのは後続の母音であり，融合
後に旋律的な頂点は長母音の終わりに置かれることになった【尻高】．その後に，単母音t「喉
音」から喉音が脱落したために代償延長によってさらに新たな長母音が発生した．これは新
たな頭高の長母音であり，その出現によって，尻高の台頭に敗色が濃かった古くからの頭高
の勢力が増し，両者が併存するに至った．バルト語に残されているのはこのような状況と思
われる．
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9．133　当然ながら，非常に早期の段階において，印欧語に声調の体系が存在したと想定する
ことには何の障害もない．だが，たとえそうだったとしても，屠に見える痕跡はこれ以上な
い．
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